
潮来市立延方小学校(NOBUKATA  ELEMENTARY  SCHOOL) 学校便り      　　　　2025.３.24発行 

  第14号 Tel :0299-66-2076 
児童数 328名  
(男188名女140） Fax:0299-66-4692 
 みんなが主役・みんなで学ぶ学校  
〒311-2442  URL:https://www.itako
潮来市小泉2090 あいことば：あいあい大作戦  スローガン：やさしく かしこく たくましく -school.jp/nobukata-el/

　令和６年度の修了式と最後の授業を行いました。修了式では、代表児童が立派な態度で修了証を受領し、全員が大
きな返事をすることができました。生徒指導主事からは、具体的な例を挙げながら、春休みの安全な過ごし方につい
て話がありました。また、最後の授業では、お世話になった先生方に感謝の言葉を伝えたクラスもありました。　

 
 

　皆さんが登校する前に、校長先生は各教室を回りました。掲示物が外され、学習の足跡が見えなくなり、少し寂しい気
持ちになりました。しかし、１年間の学習の成果は、皆さんの頭や体、そして心の中にしっかりと刻まれていると信じて
います。 
　今日で、延方小学校の令和６年度、１９８日間、約１０００時間の学習が終わります。この機会に、１年間を振り返っ
てみましょう。 
４月に掲げた目標 
　４月には、皆さんを「宝物」にたとえ、本物の輝く宝物となるために 「あいあい大作戦」を合言葉に、お互いに助け合
い、磨き合うことをお話ししました。また、スローガンとして 「やさしく　かしこく　たくましく」 を掲げました。 
「やさしく」について 
　「NYP プロジェクト」が始まり、延方小学校は「ふわふわことば」にあふれる学校になりました。児童委員会会の皆さ
んのがんばりもあり、世界中のあいさつが校内に広がりましたね。 
　また、６年生の卒業を祝う「桜のメッセージ」が校舎をピンク色に染め、心温まる雰囲気を作ってくれました。 
　「仲良くすること」と「けんかをすること」、どちらが簡単でしょうか。という話もしましたね。仲良くするためには相
手の気持ちを考える必要があるので難しい。しかし、けんかをするよりもずっと気持ちがいいことを、皆さんも感じてい
るのではないでしょうか。 
「かしこく」について 
　授業を楽しくするために大切なこととして、 「話をよく聴くこと」をお話ししました。 
しかし、ただ聞くだけではなく、相手の話を頭の中で繰り返しながら聴いてみると、より深く理解できるはずです。ぜひ
試してみてください。 
　また、今年は AI（人工知能）を使った学習にも取り組み、少しずつ成果が出てきました。ただし、AI は人間が作り出
したものにすぎません。自然の力には及ばないし、AI に頼りすぎるのもよくありません。大切なのは、自分で考える力を
しっかりと身に付けることです。 
「たくましく」について 
　「体力テストの昇級チャレンジ」に積極的に取り組む人が多くいました。その結果、体力優良賞を受賞した人が増え、
学校として 「体力つくり優秀賞」という立派な賞をいただきました。 
　また、持久走やなわ跳びにも一生懸命取り組み、成果を出した人がたくさんいましたね。なわ跳びの 生山ヒジキ先生や、
大学生の駅伝選手の話から、「人に言われるのではなく、自分から進んでやることが大事」だと学びました。 
１年間を振り返って 
　ここまで、「やさしく　かしこく　たくましく」のスローガンに沿って１年間を振り返りました。 
　４月にお話しした 「大きくなることは、やさしくなること」を覚えていますか？ 
　この１年間で、心も体も大きくなりましたね。その分、やさしくなることもできたでしょうか？ 
　ぜひ、自分自身で考えてみてください。 
　校長先生のお話はこれで終わります。 
　安全に気を付けて、有意義な春休みを過ごしてください。 
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